












 

はじめに 

 1974 年 Kunze らは筋ジストロフィー症患者赤血球膜の脂肪酸,燐脂質の異常

を報告し,また dystrophic mouse の赤血球膜表面の形態異常を走査電顕による

観察で認め,Matheson(1974 年)1),Miller(1976 年)2)らも Duchenne 型筋ジスト

ロフィー症(Duchenne muscular dystrophy;DMD)患者における赤血球形態異常を

報告した.これらの研究は,進行性筋ジストロフィー症における本質的な欠陥が

赤血球に異常をもたらしていることを推定せしめるものである.つまり臨床的

に採取容易な赤血球の異常を追求することにより,この疾患の本質を解明する

手がかりが開かれることが期待される.我々は赤血球変形能(Red B1ood Cell 

Deformability)を測定し,またその形態を走査電顕により検討した. 


